
省

令

平成™˜年 月˜�日 水曜日 (号外第˜  号)官 報

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

第
五
十
四
条
第
一
号
中
「
第
六
号
」
を
「
第
八
号
」
に
改
め
、
同
条
中
第
十
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第

九
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七

当
該
特
約
に
係
る
共
済
金
は
法
第
百
十
三
条
第
一
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
し
、
か
つ
、
被
共

済
者
が
地
震
若
し
く
は
噴
火
又
は
こ
れ
ら
に
よ
る
津
波
で
共
済
規
程
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
操
業
の
制
限
（
共
済

規
程
で
定
め
る
程
度
の
も
の
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
受
け
た
場
合
で
あ
つ
て
、
事
故
額
が
そ
の
共
済

限
度
額
に
百
分
の
三
十
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
基
準
金
額
」
と
い
う
。）を
超
え
る
と
き

に
支
払
う
も
の
と
し
、
当
該
特
約
に
従
い
算
定
し
た
金
額
は
事
故
額
か
ら
基
準
金
額
を
差
し
引
い
て
得
た
金
額
と

す
る
こ
と
。

八

当
該
特
約
に
係
る
共
済
金
は
法
第
百
十
三
条
第
一
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
場
合
に
支
払
う
も
の
と
し
、
当

該
特
約
に
従
い
算
定
し
た
金
額
は
次
に
掲
げ
る
金
額
と
す
る
こ
と
。

イ

被
共
済
者
が
地
震
若
し
く
は
噴
火
又
は
こ
れ
ら
に
よ
る
津
波
で
共
済
規
程
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
操
業
の
制

限
を
受
け
た
場
合
で
あ
つ
て
、
事
故
額
が
そ
の
共
済
限
度
額
に
百
分
の
三
十
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
超
え
る
と

き
は
、
当
該
事
故
額
（
第
二
号
漁
業
に
属
す
る
漁
業
に
係
る
漁
獲
共
済
に
つ
い
て
は
、
事
故
額
が
二
億
円
（
被

共
済
者
が
法
第
百
五
条
第
一
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
団
体
で
あ
る
と
き
は
、
二
億
円
に
そ
の
構
成
員
の
数
を
乗

じ
て
得
た
金
額
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
共
済
金
額
の
共
済
限
度
額
に
対
す
る
割
合
で
除
し
て
得
た

金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
二
億
円
を
共
済
金
額
の
共
済
限
度
額
に
対
す
る
割
合
で
除
し
て
得
た
金
額
）

（
前
の
ペ
ー
ジ
よ
り
続
き
）

〇
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
十
三
条
の
二
第
六

項
（
同
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
）
の
規
定

に
基
づ
き
継
続
契
約
の
共
済
限
度
額
又
は

単
位
共
済
限
度
額
の
上
限
金
額
及
び
下
限

金
額
の
算
出
の
方
法
を
定
め
る
等
の
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
一
三
三
五
）

K
M

〇
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
二
十
五
条
の
十
二

第
四
項
（
同
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
）
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
十
三
条
の
二

第
六
項
（
同
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
）
の

規
定
に
基
づ
き
継
続
契
約
の
共
済
限
度
額

又
は
単
位
共
済
限
度
額
の
上
限
金
額
及
び

下
限
金
額
の
算
出
の
方
法
を
定
め
る
等
の

件
の
一
部
を
改
正
す
る
件（
同
一
三
三
六
）

〇
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
十
条
第
二
項
（
同

法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
）
の
規
定
に
基
づ

き
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
共
済
金
額
の

最
高
限
度
を
定
め
る
等
の
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件
（
同
一
三
三
七
）

K
N

〇
漁
業
災
害
補
償
法
施
行
規
則
第
七
十
一
条

の
三
（
同
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
）
の
規
定
に

基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
漁
業

協
同
組
合
を
指
定
す
る
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件
（
同
一
三
三
八
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

K
N

特
殊
法
人
等

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
工
事
完
了
、

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
工
事
一
部
完

了
、
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
役
員

就
任
並
び
に
退
任
、
平
成
二
十
年
度
財
務

省
共
済
組
合
の
決
算
関
係

J
J
P

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
、
行
旅
死
亡
人
関

係

J
J
Q

会
社
そ
の
他

J
J
R

会
社
決
算
公
告

J
K
I

〇
農
林
水
産
省
令
第
五
十
七
号

漁
業
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
三
十
五
号
）
及
び
漁
業
災
害
補
償
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
一
年
政
令
第
二
百
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三

十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
、
第
八
十
四
条
第
二
項
、
第
百
九
条
、第
百
十
三
条
第
四
項
、

第
百
十
八
条
の
二
第
一
項
、
第
百
十
九
条
、
第
百
二
十
三
条
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
百
二
十
四
条
第
一
項
、
第
二
項
第

二
号
及
び
第
四
項
、
第
百
二
十
五
条
の
七
、
第
百
二
十
五
条
の
十
一
第
三
項
、
第
百
三
十
条
、
第
百
三
十
六
条
、
第
百

三
十
六
条
の
二
並
び
に
第
百
九
十
六
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
十
八
条
並
び
に
漁
業
災
害
補
償
法
施
行
令

（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、

漁
業
災
害
補
償
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
六
日

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

漁
業
災
害
補
償
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

漁
業
災
害
補
償
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
農
林
省
令
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
総
代
会
の
設
置
）

第
五
条
の
二

法
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
組
合
に
総
代
会
を
設
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
定
款
に
総

代
の
員
数
、
任
期
及
び
選
挙
に
関
す
る
規
定
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条
中
「
第
七
条
ま
で
」
を
「
第
五
条
ま
で
、
第
六
条
、
第
七
条
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
第
四
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヘ

法
第
百
三
十
六
条
の
二
の
特
約
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
特
約
の
内
容

第
四
十
二
条
中
「
第
百
三
十
六
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
百
三
十
六
条
の
三
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
た
だ
し
書
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
漁
獲
共
済
の
共
済
責
任
期
間
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
一
号
漁
業
に
属
す
る
漁
業
で
周
年
操
業
を
す
る
も
の
以
外
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
漁
業
の
目
的
と
す
る

水
産
動
植
物
の
成
育
の
状
況
に
よ
り
そ
の
漁
況
を
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

当
該
漁
業
時
期
か
ら
当
該

漁
況
を
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
を
除
い
た
期
間

二

周
年
操
業
を
す
る
漁
業
に
あ
つ
て
は
、
都
道
府
県
知
事
が
法
第
百
五
条
第
一
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に
よ
り
定
め

る
一
定
の
水
域
若
し
く
は
区
域
又
は
都
道
府
県
知
事
が
同
項
第
二
号
ロ
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
区
域
及
び
区
分
に

お
い
て
同
一
の
種
類
の
漁
業
に
係
る
漁
獲
共
済
の
共
済
責
任
期
間
の
開
始
日
を
統
一
す
る
た
め
、
当
該
漁
業
に
係

る
漁
獲
共
済
の
共
済
責
任
期
間
の
開
始
日
の
変
更
を
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
（
法
第
百
十
三
条
の
三
第
一
項
の

包
括
継
続
申
込
特
約
を
し
て
い
な
い
場
合
に
限
る
。）
当
該
変
更
を
す
る
日
の
一
年
前
の
日
を
共
済
責
任
期
間
に

含
む
共
済
契
約
に
係
る
共
済
責
任
期
間
の
終
了
日
の
翌
日
か
ら
当
該
変
更
を
す
る
日
の
前
日
ま
で
の
期
間
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